
昆虫たちから自然環境のことを
教えてもらう

2025年12月7日たからづか市民環境フォーラム講演

昆虫ハンター・牧田習



〈自己紹介〉

・1996年10月14日生まれ(29歳)

・兵庫県宝塚市出身

・博士(農学)(東京大学、2025年)

・一番好きな昆虫はゲンゴロウ



〈18歳まで宝塚で昆虫と共に過ごしました〉

・小学校は安倉北小学校で、毎日、
小学校のビオトープで昆虫探し

・中学校になると、武田尾や北部の
西谷地区によく通っていました

・高校時代には宝塚の昆虫の報文
を書いたりもしていました



〈高校卒業後は、北海道大学を経て、東京大学大学院へ〉

・大学は北海道大学へ進学

・北大1年次にはニュージーランドで

から新種を発表する論文を執筆

・北大卒業後は、東京大学大学院
へ進学し、今年3月に博士号を
取得しました



僕が考える昆虫の魅力とは？



圧倒的な多様性



それぞれの種が個性を持っています！



どこでもいつでも楽しむことができます



昆虫に関する事のほとんどは謎です



昆虫はいつもオリジナリティあふれる

経験を与えてくれます



昆虫は昆虫だけで存在しているのではなく、

植物や土壌、大気など様々な環境の中で

暮らしています



例えば、カブトムシを例に考えてみましょう！

カブトムシはカブトムシだけでは存在できません



カブトムシが生きるためには、
このようなものが必要です

雑木林 腐葉土 適切な気候



里山の雑木林が伐採されてしまったりすると、

カブトムシは減ってしまいます



つまり、環境が変化すると、

昆虫たちにも影響が出てしまいます



例えば、タガメの減少の背景には

水辺のコンクリートの護岸、アメリカザリガニの増加など

があります



オオクワガタの減少の背景には

森林伐採、都市開発、過度な採集など

があります



ニホンミツバチの減少の背景には

開発などの他に、農薬や気候変動などの

影響もあります



一方、国内で増えて分布を拡大してきている種もいます

例えば、クマゼミは気候変動などの影響で関東でも

よく見られるようになりました



気候変動の影響で分布を広げている昆虫は

実は多くいます

アカギカメムシ モンキアゲハ ダンダラテントウ



さらに外来種として、分布が広がっている昆虫もいます

例えば、中国などが原産のクロジャコウカミキリは

資材に紛れて日本に侵入し、分布が広がってしまいました

提供: 埼玉県環境科学国際センター



人間の物流や放虫などにより外来種として増えている

昆虫も多くいます

フェモラータオオモモブトハムシ アカボシゴマダラ中国大陸亜種 北海道のカブトムシ



このようにどのような昆虫が増えたり、減ったりしているのか

を見ることで、背景にある環境の変化を

読み解くことができます



〈僕の研究の紹介〉

僕がこれまで研究してきた南日本地域のチョウと環境の
関係についてご紹介したいと思います



チョウには以下のような特徴があります

・移動する能力が高い

・温度や湿度に影響されやすい

・愛好家が多い(特に日本)



日本では、台風や偏西風などによって本来そこに

いないはずのチョウがやってくることがあります



それらの積み重ねや気候変動により、

チョウの分布は拡大していきます



代表的な例を紹介します

ツマムラサキマダラというチョウのお話です



ツマムラサキマダラは元々、台湾や東南アジア

に分布していて、日本にはいないチョウでした



しかし、1950〜1980年代にかけて

パラパラと姿を現し始めます

Map data © 2024 Google 



1990年代以降、数は急増し、

現在では南西諸島でごく普通な種類になりました

Map data © 2024 Google 



さらに、将来的にも定着していくとも

予測されました(2040〜2060年代の予測)



この理由として気候変動(特に温度や湿度の変化)

が考えられます

奄美大島・名瀬の年平均気温の推移



分布が拡大しているのはツマムラサキマダラのみ

ではなく、南日本では多くのチョウが分布を広げています







地球の生物の分布は古くより

生物地理区という区分に分けて考えられてきました



南西諸島にはその境界線が存在しています



しかし、チョウがこれらの境界線を超えて

分布を拡大していることが分かりました



つまり、気候変動が生物の分布を破壊していることが

チョウによって示されたのです



これにより、いろんな問題が起きる可能性があり、

農作物や園芸植物への影響は分かりやすいと思います

クロマダラソテツシジミのソテツへの食害(沖縄県)



食べる・食べられるの関係である食物網への影響も

大きな問題です



これらの影響を小さくするためにも

気候変動をおさえることが望まれます



ここからは皆さんに昆虫の関わり方を提案

したいと思います！



まず、皆さんの身近な場所で

いろいろな方法で昆虫を採集してみてください

撮影: 土橋位広



お花をすくったり、枝葉の中を探したり、

撮影: 土橋位広 撮影: 土橋位広



落ち葉の中や灯りに来る虫を採集するのもいいです

撮影: 土橋位広 撮影: 土橋位広



トラップもしかけてみましょう

撮影: 土橋位広撮影: 土橋位広



〈宝塚で冬にできる昆虫採集①〉

斜面を手ぐわなどで掘ると、越冬中のオサムシを

採集することができます

撮影: 土橋位広撮影: 土橋位広



〈宝塚で冬にできる昆虫採集②〉

朽木を手ぐわなどで崩すと、越冬中のクワガタなどを

採集することができます

撮影: 土橋位広



〈宝塚で冬にできる昆虫採集③〉

12月や2〜3月頃に、糖蜜を木にかけておくと、

日没と同時に大量のキリガというガの仲間がやってきます



〈宝塚で冬にできる昆虫採集④〉

エノキの落ち葉で、ゴマダラチョウやオオムラサキなど

の幼虫などを観察することができます



〈宝塚で冬にできる昆虫採集⑤〉

冬に竹を割ると、ハイイロヤハズカミキリという

カミキリムシが見つかります



お目当ての昆虫を見つけられなくても、

それも大事な記録です！

見つけられなかった原因や

周りの環境についても考えてみましょう！



標本として残すことで、体の構造が分かったり、

記録として残すこともできます



記録を過去の記録と比べることで、変化に

注目することができます



そして、その変化の理由を考えてみましょう！

植物？気温？外来種？



はっきりとした答えが分からなくても、

昆虫を通して環境を見る目が変わるはずです



〈お知らせ〉

「昆虫博士・牧田習の虫とり完全攻略本」

発売中です！



ご清聴いただきまして、ありがとうございました！


